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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
住
宅
産
業
全
般
を
振
り
返
る

と
、
「
盛
り
上
が
り
に
欠
け
た
年
」

と
い
う
印
象
が
残
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
全
体
印
象
と
は
裏
腹

に
、
ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
と
し
た
設
備

投
資
目
的
の
鉄
骨
系
建
築
物
は
、
材

料
の
確
保
が
難
し
い
程
の
活
況
を
呈

し
ま
し
た
。

ま
た
労
働
力
不
足
を
背
景
と
し
て
、

「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
政
策
が
、

改
革
法
案
施
行
前
に
産
業
界
全
体
に

広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
施
策
は
「
生
産
性
の
向
上
」

「
格
差
社
会
か
ら
の
脱
却
」
「
労

働
人
口
減
少
に
伴
う
環
境
整
備
」
等

に
連
動
し
て
い
ま
す
。
産
業
界
に
と

っ
て
は
、
外
国
人
労
働
力
の
導
入
と

は
別
に
、
内
政
上
大
変
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
弊
社
で
は
、
政
府
の
方
針
発
表

以
前
よ
り
、
各
分
野
で
生
産
性
向
上

を
目
的
に
、
設
備
投
資
や
シ
ス
テ
ム

改
善
、
組
織
再
編
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、
３
年
前
よ
り
生
産
現

場
で
の
生
産
性
向
上
と
労
働
環
境
の

改
善
を
目
的
に
、
合
板
加
工
機
や
羽

柄
加
工
機
の
増
設
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
暮
れ
に
は
、
豊
岡
本
社
工

場
の
メ
イ
ン
で
あ
る
横
架
材
加
工
機

の
入
れ
替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
加
工
機
は
、
以
前
の
も
の
と
比

較
す
る
と
、
生
産
効
率
が
時
間
当
た

り
30

％
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
高
効
率

マ
シ
ー
ン
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
生
産
ラ
イ
ン
従
事
者
の

労
働
作
業
時
間
短
縮
に
繋
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
技
術
力
と
生
産
性
向
上
、

大
工
職
人
の
職
場
環
境
改
善
を
目
的

に
、
二
台
目
の
６
軸
Ｎ
Ｃ
加
工
機

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
も
加
工
可
）
を
追
加
導

入
致
し
ま
し
た
。

一
方
、
設
計
部
門
で
は
、
国
内
外
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
事
業
者
と
の
協
業
に
よ
り
、
生

産
性
向
上
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
協
業
体
制
の
本
格
化
に
よ
り
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
図
面
作
成
に
加
え
、

高
難
度
物
件
の
加
工
デ
ー
タ
作
成
時
に

要
す
る
時
間
の
確
保
に
繋
が
り
ま
す
。

十
年
以
上
前
か
ら
配
送
部
門
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
不
足
に
よ
る
遅
延

や
誤
配
送
等
が
発
生
し
な
い
様
、
配

送
部
を
立
ち
上
げ
、
関
東
物
件
と
生

産
本
部
間
の
物
流
管
理
の
一
元
化
を

進
め
て
来
ま
し
た
。

さ
ら
に
お
客
様
の
ご
協
力
の
下
、
配

送
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
為
の
、
現
場
で

の
ル
ー
ル
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
現
場
で
の
ユ
ニ
ッ
ク

に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
材
の
二
階
上
げ

禁
止
や
、
待
機
時
間
の
ル
ー
ル
作
り
、

現
場
納
品
の
時
間
指
定
解
除
等
で
す
。

こ
れ
ら
ル
ー
ル
作
り
を
行
う
こ
と
で
、

納
品
現
場
で
の
作
業
時
間
の
効
率
化

と
不
足
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
効
率

並
び
に
安
全
確
保
を
実
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
産
性
向
上
は
、
不
足
す

る
労
働
力
の
確
保
と
、
安
全
及
び
環

境
改
善
、
そ
し
て
生
産
コ
ス
ト
削
減

へ
と
繋
が
り
、
お
客
様
へ
提
供
す
る

商
品
の
価
値
向
上
に
結
び
つ
く
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

総
じ
て
昨
年
は
、
急
激
に
変
化
す
る

住
宅
産
業
界
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
の
中
で
、
い
よ
い
よ
大
変
化
が

起
こ
る
兆
し
の
年
で
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
「
住
宅
産
業
の
質
的

変
革
は
不
可
避
」
と
い
う
状
況
に
な

る
、
そ
の
前
ぶ
れ
が
今
で
あ
る
事
を

肝
に
銘
じ
て
参
り
ま
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
は
弊
社
の
経

営
陣
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
社
員
の

若
返
り
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
後
に
は
、
人
口
減
少
と
共
に
、

激
動
の
住
宅
産
業
時
代
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
の
時
の
為
に
準
備
し
て
来
た
設
備

や
シ
ス
テ
ム
に
、
機
能
と
発
想
力
、

変
化
と
行
動
力
で
示
す
時
が
来
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

本
年
は
弊
社
事
業
運
営
に
と
っ
て
も

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
実
行
す
る
㈱
ス
カ
イ
の
役
員

並
び
に
従
業
員
を
代
表
致
し
ま
し
て
、

本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
受

け
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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つ
ま
り
、
大
工
職
の
負
荷
軽
減
と
、

手
加
工
作
業
に
依
存
せ
ず
に
、
特

殊
物
件
の
受
注
を
安
定
的
に
行
う

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
12

月
、
特

殊
加
工
機
２
機
を
併
設
し
た
横
架

材
ラ
イ
ン
「
宮
川
工
機
４×

３
」

を
本
社
工
場
に
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
汎
用
加
工
機
の

導
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
機
械
加
工
不
可
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豊
岡
本
社
工
場　

横
架
材
加
工
機
更
新　
ー
高
ま
る
機
械
加
工
へ
の
追
求
ー

現
在
遅
れ
ば
せ
乍
ら
、
行
政
主
導

の
下
、
建
築
物
で
の
木
材
利
用
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
弊
社
で
も
医
療
施
設
や
保

育
園
と
い
っ
た
中
大
規
模
木
造
建

築
の
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
物
件
で
は
、
大
断
面
材

や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
い
っ
た
特
殊
材
の
利

用
も
多
く
、
そ
の
度
に
機
械
能
力
を

駆
使
し
加
工
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
、
今
後
も
増
え
て

い
く
で
あ
ろ
う
「
非
住
宅
物
件
で

の
木
材
利
用
」
を
見
据
え
、
昨
年
、

豊
岡
エ
リ
ア
に
あ
る
２
つ
の
工
場

の
機
械
設
備
導
入
及
び
更
新
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
４
月
、
豊
岡
太
郎
馬
工
場

へ
特
殊
加
工
機
「
オ
イ
コ
ス
（
イ

タ
リ
ア　

ラ
ウ
テ
ッ
ク
社
）
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
12

月
に

は
、
豊
岡
本
社
工
場
の
メ
イ
ン
加

工
機
で
あ
る
横
架
材
加
工
機
の
更

新
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
更
新
・
導
入
作
業

は
、
今
後
ス
カ
イ
が
目
指
す
方
向

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
住
宅
建
築
の
傾
向
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
・
空
間
利
用
の
多
様
化

が
進
み
、
変
形
住
宅
、
勾
配
天
井
、

小
屋
裏
利
用
等
自
由
な
設
計
を
好

む
消
費
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
物
件
で
は
、
登
り
梁

や
斜
め
梁
と
い
っ
た
複
雑
な
加
工

を
多
く
採
用
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
カ
ッ
ト
機
械
の
発
達
に
よ
り
、

こ
れ
ら
複
雑
な
加
工
に
も
対
応
可

能
と
な
り
ま
し
た
が
、
機
械
加
工

で
き
な
い
部
分
や
特
殊
加
工
機
に

て
加
工
す
る
材
料
が
集
中
し
た
場

合
、
手
加
工
に
て
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
が
昨
年
度
ま
で
の
流
れ

で
し
た
。

し
か
し
、
人
が
作
業
す
る
限
り
避

け
て
通
れ
な
い
の
が
、
加
工
不
良

等
の
原
因
と
な
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
」
で
す
。

大
量
に
手
加
工
が
あ
る
場
合
、
作
業

量
が
増
え
る
事
で
ス
ピ
ー
ド
が
低

下
し
、
予
定
通
り
に
進
ま
ず
、
納

期
に
間
に
合
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

手
加
工
で
な
け
れ
ば
加
工
出
来
な

い
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
手
加
工
を
過
信
し
、

そ
れ
に
依
存
す
る
事
へ
の
危
険
性

を
除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

機
械
加
工
へ
の
追
求

■宮川工機 4×3　加工可能寸法　
幅 180㎜ ×梁成 600 ㎜ ×長さ 8200 ㎜　　　

能
で
あ
っ
た
内
容
の
加
工
に
対
し

て
も
機
械
加
工
可
能
と
な
り
、
特

殊
加
工
量
の
確
保
と
加
工
領
域
の

拡
大
に
期
待
で
き
ま
す
。

『
よ
り
高
度
な
加
工
を
』

『
よ
り
早
く
』

『
よ
り
正
確
に
』

弊
社
で
は
確
か
な
加
工
技
術
を
用

い
て
、
確
実
な
納
期
で
正
確
な
材

料
を
お
届
け
し
ま
す
。

新ライン　全体図 

新ライン　特殊加工機
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②
特
殊
加
工
機
を
用
い
た
特
殊
物
件
へ
の
取
り
組
み

弊
社
で
は
、
今
回
導
入
し
た
汎
用

加
工
機
に
加
え
、
既
に
２
機
の
特

殊
加
工
機
（
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
А
・
О
Ｉ

Ｋ
О
Ｓ
︶
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
機
械
を
活
用
し
、
こ
れ
ま

で
大
規
模
で
特
殊
な
非
住
宅
物
件

や
変
形
物
件
等
の
高
難
度
物
件
を

は
じ
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
大
断
面
を
使

用
し
た
特
殊
物
件
等
あ
ら
ゆ
る
加

工
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
九
州

地
方
と
い
っ
た
遠
方
の
物
件
ま
で

加
工
・
配
送
を
行
い
、
着
実
に
実

績
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
充
実
し
た
特
殊
加
工
機
を

フ
ル
活
用
し
、
短
期
間
で
よ
り
多

く
の
特
殊
物
件
を
正
確
に
加
工
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
弊
社
で
は
、
一
般
流
通
材
と

特
殊
寸
面
材
を
全
て
自
社
完
結
で

加
工
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

保
育
施
設
や
介
護
施
設
な
ど
の
中

規
模
物
件
で
は
、
105

幅
・
120

幅
材

を
中
心
に
使
用
し
ま
す
が
、
構
造

計
算
上
、
必
要
な
場
合
は
部
分

的
に
150

幅
・
180

幅
の
梁
や
、
平
角

柱
を
利
用
す
る
物
件
も
多
く
あ
り

ま
す
。

弊
社
で
は
、
平
角
柱
は
も
ち
ろ

ん
、
150

幅
・
180

幅
の
材
料
も
極
力

機
械
加
工
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

精
度
の
高
い
材
料
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

現
在
国
が
進
め
る
「
働
き
方
改
革
」

の
中
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ

に
「
長
時
間
労
働
」
が
あ
り
ま
す
。

弊
社
で
は
国
の
働
き
方
改
革
と
は

別
に
、
社
員
が
よ
り
働
き
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
「
ス
カ
イ
版 

働

き
方
改
革
」
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
機
械
設
備
更
新
に
つ
い
て

も
、
そ
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
工
場
で
働
く
社
員

の
労
働
時
間
短
縮
を
目
的
と
し
て
、

既
存
ラ
イ
ン
よ
り
も
単
位
時
間
当

た
り
の
生
産
性
が
高
い
（
２
割
～

３
割
増
し
）
最
新
鋭
の
機
械
を
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
加

工
量
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
機
械

加
工
可
能
領
域
も
拡
大
し
、
工
場

従
業
者
や
手
加
工
大
工
職
の
作
業

負
荷
軽
減
へ
繋
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
設
計
部
門
に
て
Ｃ

Ａ
Ｄ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
実
施
後
は
、

「
登
り
斜
め
大
入
れ
掛
け
」
や

「
登
り
斜
め
蟻
大
入
れ
掛
け
」
が

機
械
加
工
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
手
加
工
対
応
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
と
共
に
、
設
計
部
門

か
ら
手
加
工
作
業
者
へ
渡
し
て
い

た
指
示
書
の
作
成
時
間
が
省
か
れ
、

部
署
内
の
作
業
時
間
短
縮
を
図
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
弊
社
で
は
独
自
の

働
き
方
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、

高
性
能
な
機
械
加
工
で
の
プ
レ
カ

ッ
ト
を
究
極
ま
で
極
め
る
事
を
目
標

と
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
今
後
も

機
械
化
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
産
本
部　
　
　

木
俣　

敦
志

　

東
海
営
業
部　
　

花
田　

裕
弘トラス加工

③ 

ス
カ
イ
版  

働
き
方
改
革※弊社ではお客様からの工場見学を

随時受付ております。
お客様のご都合に合わせ、
見学ルートを調整します。
詳細は弊社営業もしくは
以下までお問い合わせ下さい。

建楽館　TEL︓0539-62-6800

■特殊加工機　加工可能寸法　
＜ULTRA＞　
厚さ 600 ㎜ ×幅 3000 ㎜
　　　　　　　　　　×長さ 14000 ㎜
＜OIKOS＞　
厚さ 300 ㎜ ×幅 1200 ㎜
　　　　　　　　　　×長さ 9000 ㎜

特殊加工機 「ULTRA」 「OIKOS」 にて加工した物件の一例

CLT を使用した一般住宅

ULTRA

OIKOS

中断面集成材を利用した施設
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今
号
の
ス
カ
イ
〝
職
人
〟
紹
介
は
、
東

海
配
送
課　

課
長
『
鈴
木
高
秀
』
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
担
当
業
務
は
何
で
す
か
？

主
に
配
車
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
配
送

業
務
全
般
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

●
仕
事
上
で
の
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
？

一
番
大
事
な
の
は
「
段
取
り
」
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
整
理
整
頓
を
し
っ
か
り
し
て
、

段
取
り
さ
え
し
て
お
け
ば
、
あ
と
は
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
ま
す
。

ま
た
、
定
時
退
社
を
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。
単
純
に
早
く
帰
る
の
で
は

な
く
、
業
務
の
無
駄
を
省
き
、
勤
務
時

間
内
は
し
っ
か
り
働
き
「
残
業
ゼ
ロ
」

を
、
自
分
が
見
本
と
な
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
仕
事
帰
り
は
大
好

き
な
ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
行
っ
て
一
日

の
疲
れ
を
し
っ
か
り
取
り
ま
す
！

（
そ
っ
ち
が
目
的
？
笑
）

●
昨
年
ス
カ
イ
が
「
一
般
貨
物
運
送
事

業
」
を
取
得
し
た
の
は
な
ぜ
？

配
送
業
は
労
働
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ

り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に

プ
レ
カ
ッ
ト
の
配
送
は
、
梱
包
の
大

き
さ
や
形
が
都
度
違
い
、
現
場
毎
の

積
載
方
法
を
考
慮
し
、
更
に
狭
小
地

だ
っ
た
り
、
悪
天
候
だ
っ
た
り…

と

一
筋
縄
に
は
行
き
ま
せ
ん
。(

あ
、
愚

痴
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

ま
た
、
繁
忙
期
に
な
る
と
ト
ラ
ッ
ク

が
不
足
し
、
配
送
業
者
の
皆
様
に
無

理
な
お
願
い
を
す
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
甘
え
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
自
社
で
何
か
で
き
な
い
か

考
え
た
結
果
、
自
然
と
運
送
業
取
得

と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

●
今
後
の
仕
事
の
展
望
は
？

ス
カ
イ
に
お
い
て
「
配
送
」
は
重
要

な
商
品
で
す
。
今
回
の
運
送
業
取
得

を
機
に
、
働
き
が
い
が
あ
り
、
利
用

し
て
頂
く
お
客
様
に
も
満
足
し
て
頂

け
る
よ
う
、
現
場
の
安
全
管
理
を
徹

底
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
運
送
業
取

得
の
際
に
は
、
協
力
業
者
各
位
に
ご

指
導
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

身
長
２
ｍ
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
鈴
木

は
、
仕
事
上
は
厳
し
い
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
い
つ
も
明
る
く
、
困
っ
た

と
き
は
皆
が
頼
り
に
す
る
お
父
さ
ん

的
存
在
で
す
。

今
年
は
新
元
号
に
変
わ
る
、
少
し
特

別
感
の
あ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
平
成
」
は
ス
マ
ホ
の
普
及
な
ど
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
激
変
し
た
時
代

で
し
た
。
新
時
代
に
期
待
半
分
・
不

安
半
分
で
す
が
、
昭
和
生
ま
れ
の
バ

ブ
ル
パ
ワ
ー
で
頑
張
り
ま
す
。

　

 
歴
史
上
に
見
る
西
欧(

欧
米)

思
想
の
位
置
づ
け

　
　
　
　
　
　
　

 
(

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
の
誤
解)

一
酔
三
幸
寮
主

現
代
社
会
は
激
動
期
に
あ
り
、
事

象
と
し
て
、
過
去
に
例
を
見
な
い

様
々
な
動
態
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
原
因
は
一
体
何
か
ら
来
て

い
る
の
か
と
考
え
る
時
、
矢
張
り

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
を
希
求
す

る
勢
力
の
増
大
と
そ
の
活
動
に
由

る
も
の
か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
同
調
す

る
人
達
は
、
地
球
全
体
を
一
つ
の

共
通
価
値
観
で
捉
え
、
人
も
物
も

金
も
、
一
括
し
て
運
用
す
れ
ば
最

も
効
率
的
な
社
会
が
出
来
上
が
る

と
考
え
る
。
更
に
、
そ
の
運
用
主

体
の
側
に
立
て
ば
大
い
な
る
収
奪

の
益
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る
、

と
い
う
事
を
期
待
し
て
い
る
。
即

ち
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
は
、
西
洋

流
経
済
利
益
中
心
主
義
の
言
い
替

え
と
も
言
え
る
。

さ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
西
欧
」
世
界

が
、
地
球
上
の
主
導
的
存
在
に
な

っ
た
の
は
、
た
か
が
二
百
年
と
少

々
の
時
間
帯
で
し
か
無
い
。
人
類

が
文
明
と
い
う
も
の
を
手
に
し
て

か
ら
、
少
な
く
と
も
八
千
年
以
上

経
過
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
直

近
二
百
年
ほ
ど
に
な
っ
て
、
か
つ

て
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
片
隅
で
細

々
と
生
息
を
許
さ
れ
て
い
た
「
西

欧
」
が
、
世
界
の
中
心
に
踊
り
出

こ
だ
わ
り

　
　〝
職
人
〟紹
介

て
来
た
。

そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
中
で
、
「
資
本
主
義
自
由
経
済
」

と
「
キ
リ
ス
ト
教
原
理
」
の
存
在

は
極
め
て
重
要
だ
。
残
念
乍
ら
、

「
人
権
尊
重
に
よ
る
民
主
主
義
思

想
」
と
い
う
の
は
、
上
記
二
つ
の

基
本
原
則
に
基
づ
い
た
便
宜
的
主

義
・
思
想
で
し
か
無
い
。

即
ち
、
「
民
主
主
義
」
は
、
二
つ

の
原
則
の
手
段
と
い
う
位
置
づ
け

以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。

決
し
て
、
西
欧
流
民
主
主
義
が
基

本
に
あ
っ
て
の
西
欧
社
会
で
は
無

い
事
を
知
っ
て
お
か
な
い
と
、
現

在
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
理
解
出

来
な
い
。

現
在
と
い
う
こ
の
瞬
間
が
、
人
類

史
の
一
場
面
と
は
い
う
も
の
の
、

守
銭
奴
の
よ
う
な
指
導
者
を
有
難

が
り
、
差
別
格
差
を
助
長
す
る
政

策
を
と
り
続
け
る
事
を
支
持
す
る

現
実
の
国
際
社
会
は
、
私
達
（
少

な
く
と
も
〝
私
〟
）
の
過
信
し
て

来
た
「
民
主
主
義
」
が
西
欧
思
想

の
根
底
に
無
い
事
を
証
明
し
た
。

民
主
主
義
は
あ
く
ま
で
も
、
「
便

宜
的
手
段
」
で
し
か
無
か
っ
た

の
だ
。

と
い
っ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

中
で
常
に
主
力
で
あ
っ
た
「
東
・

西
・
中
央
ア
ジ
ア
」
の
文
明
と
、 

そ
れ
を
支
え
て
来
た
宗
教
・
文
化
・

価
値
観
が
好
ま
し
い
も
の
と
は
い

え
な
い
。

つ
ま
り
ア
ジ
ア
と
い
う
文
明
・
社

会
・
国
家
の
間
で
、
権
力
維
持
の

為
に
強
烈
な
支
配
構
造
を
必
要
と

し
た
中
か
ら
出
来
上
が
っ
た
思
想

は
、
将
来
的
に
も
解
放
・
自
由
の

世
界
を
創
り
出
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　
八
方
塞
が
り
の
よ
う
な
話
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
稿

で
許
さ
れ
る
字
数
で
表
現
出
来
る

も
の
で
は
無
い
。

結
局
、
今
の
日
本
の
姿
が
示
す
よ

う
に
、
「
経
済
効
果
」
一
点
張
り

の
価
値
観
は
、
不
勉
強
家
に
は
極

め
て
分
か
り
易
い
も
の
だ
。

し
か
し
、
社
会
に
経
済
効
果
が
発

生
す
れ
ば
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
も

波
及
効
果
が
あ
り
、
何
だ
か
分
か

ら
な
い
け
ど
良
い
こ
と
だ
、
と
思

う
の
は
笑
止
で
あ
る
。

私
達
は
大
好
況
時
の
倒
産
劇
も
見

て
来
た
し
、
大
不
況
期
で
の
企
業

躍
進
も
眼
に
し
て
来
た
。

政
治
家
や
他
人
に
頼
る
よ
う
な
思

考
で
は
、
結
局
半
端
人
足
の
扱
い

を
受
け
て
、
ゴ
ミ
捨
て
場
に
放
り

出
さ
れ
る
の
が
「
オ
チ
」
だ
と
正

し
く
理
解
し
て
、
新
し
い
運
命
共

同
体
を
創
る
し
か
無
い
。

編 

集 

後 

記


